
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教員を９
０％以上にする。

・教職員間でマイプランについて共通理
解し、授業研究会やスキルシェアリング
研修等で共通実践を図る。 A

・８月に実施した校内学力向上研修会で，全国学
習状況調査についての結果と課題について全職
員で共通理解を図ることができた。 A

・学力向上対策研修会を４回実施し，学習状況調査やＣＲＴ学力標準検査の分析と対策につい
て，全職員で共通理解を図り，具体的な手立てを考え共通実践を図ることができた。マイプラン
については，算数科を中心に研修を深め，自分の目標の具現化に努めることができた。成果指
標については，今一歩の結果だった。

A
・学力向上のためには、授業の充実、時間確保が大
切だと思う。
・家庭での学習習慣が定着していないのが課題だと
思う。

○説明力、対話力、学習意欲の向上に
向けた実践の充実

○自分の考えを視覚化し、説明すること
ができる児童を８０％以上にする。

・自分の考えを広げたり深めたりできる
ような話し合う活動を設定する。
・自分の考えを視覚化する表現方法を
考え、共有化して取り組む。

B

・考えを視覚化するためのツールについて，教科指導
を通して協議・検討中である。
・学習問題についての「見通し」と「めあて」との関連に
ついて，「見通し」の大切さについて再認識した。 B

・自分の考えを視覚化するツール（関係図や線分図・表など）についての共通理解を授
業実践を通して深めることができた。「見通しをもつ」段階では，思考ツールの活用と立
式につなげる方法を指導し，学習に役立てることができた。話し合い活動については，
授業の中で積極的に取り入れるように努めたが，友だちに分かりやすく説明できる力
（表現力）は７０％達成の状況でだった。

B

・学習に対して集中して取り組めない児童への支援
が大切だと感じる。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○生活アンケートで肯定的な回答をした
児童を８０％以上にする。

・道徳教育の充実をはかり、「ふれあい
道徳」を授業参観日に行う。
・生活アンケートを６月、１０月に実施す
る。 B

・６月の授業参観で、各学級の実態に合わせたふれあい道徳
の実践ができた。ただ、「ふれあい道徳」とするのであれば、
保護者からの反応をもらうなどの手立ては必要。
・「生活の４つの約束」を基軸に、社会性や倫理観をはぐくむ
指導を継続して行っている。前期の振り返りでは、４つの項目
（平均）で肯定的に答えた児童は、90.8％であった。後期は
95％を目指して指導していく。

B

・アンケートにおける児童側の回答では、肯定的なものが９１．５％となり、前期
をやや上回った。全校朝会や給食時の放送を使って、継続した指導を行ってき
たため、児童にも「生活の４つの約束」は浸透してきている。しかし、できていな
い一部の児童の行動が目立つため、教師側の回答では、７０．５％にとどまっ
た。また、４つの約束以外の事象では正しい判断ができないケースもあり、ソー
シャルスキルと合わせて今後の指導方法を考えていく必要があると感じた。

A

・心の教育では、道徳、人権教育等が大切であると
同時に家庭での生活、教育が大いに影響していると
思われる。
・今後も児童のいいところを見つけ評価し、課題につ
いて自分で改善する意欲をもつ児童の育成に取り組
んでいただきたい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○心のアンケートで肯定的な回答をした
児童を９０％以上にする。

・QUテストを実施し、効果的に活用す
る。
・学校全体で対応できる体制をつくる。
・心のアンケートを定期的に実施する。

B

.・6月にQUテストを実施し、その後、夏季休業中に講師
を招いて分析の仕方や、気にかける児童について研修
し学級経営に生かしている。
・心のアンケートや「はあとボックス」などで面談を求め
る児童を把握し、SCとの面談につないでいる。

A

・毎月いつも「かなしい」や「イライラ」に表記する児童が前期に比べ後期減っていた。1
年間毎月心のアンケートを行うことで、児童の継続的な変容を見ることができ、いじめな
どの悩みごとの早期発見や早期解決につながった。成果指標に「心のアンケート」で肯
定的な回答をした児童を９０％以上にすると設定していたが、月毎に違うのでその指標
では評価できない面があると感じた。

A

・今後も心のアンケートを実施して、いじめの早期発
見につなげてほしい。
・先生方の努力に感謝する。

○仲間とのつながりを深める特別活動
の充実

○仲間とつながり、協力できる児童を８
０％以上にする。

・行事において、児童が互いに協力しな
がら活動し、仲間とのつながりを深めら
れる場を設定する。
・たてわり活動による異学年交流促進を
図る。
・人権教育や道徳の学習、学級活動な
どを通して、友達と助け合い、温かい関
わりができる児童の育成を目指す。

B

・「友達と助け合って仲良くすごすことができました
か」という項目に肯定的に答えた児童は９２．４％
だった。思いやりのある行動や言葉遣い、上級生
としての態度など、引き続き指導が必要な面もあ
る。コロナ感染者数が減少してきたことで、運動会
などの行事やたてわり活動、集会などが以前のよ
うに実施できるようになってきた。上級生の活躍の
場や異学年の温かい交流の場も増えてきたので
それらを生かして仲間とのつながりをより一層深
めていきたい。

A

・アンケートの肯定的な回答は９４％だった。たてわり活動で長縄跳びやふれあい読書
などを行い、上学年が下学年の手助けをしたり読み聞かせをしたりと温かく関わってい
る姿が見られた。クラブ活動では、３年生の見学の形を変更したことで、上級生が３年
生に教えながら体験や見学ができ、異学年交流の場となった。
・人権週間では各学級で人権について考え、心のめあてをたてて取り組みを行った。さ
らに全校で人権集会を行ったことで、友達を大切にし、温かい関わりや助け合おうとす
る姿が見られるようになった。
・学級活動を充実させ、安心できる居場所となるような学級集団づくりや仲間とのつなが
りを深める取り組みを行っていきたい。

A

・たてわり活動やクラブ活動での異学年交流は、大
変良い取り組みだと思う。今後も継続してほしい。

◎夢や希望を持ち、その実現に向けて
努力しようとするための教育活動

◎自分の夢や目標に向かって努力して
いる児童を８０％以上にする。

・キャリアパスポートを活用し、目標や見
通しをもって活動に取り組ませたり、活
動を通して伸びた力を振り返らせたりす
る。
・地域の人・物・事を活用した体験活動
を充実させる。

B

・「自分の夢や目標に向かって努力していますか」という
項目に肯定的に答えた児童は８３．４％だった。地域や
保護者の協力を得ることができ、体験活動が充実して
いた。また、行事や活動、日々の生活について児童に
目標を持たせ、それを意識しながら取り組めるような指
導、支援ができた。伸びた力を実感できるような機会も
充実させていきたい。

A

・アンケートの肯定的な回答は９０．７％だった。明倫まつり・感謝の会や６年生を送る会
などで実行委員を設けて行事の運営を行い、より児童主体で思いを実現していく取り組
みを行うことができた。
・地域や保護者の協力を得ながら、町探検や地域学習、体験学習など各学年充実した
活動ができた。
・キャリア・パスポートを活用しながら、目標やそれに向かう努力、成長したことを実感さ
せ、自己肯定感を高めていきたい。

A

・明倫まつりでは、どの学年も学んだことを分かりや
すく発表できていた。
・今後の学校の様々な活動がスムーズにいくように
委員として協力していきたい。

●健康・体つくり

●運動習慣の改善や定着化

●望ましい生活習慣の形成

○授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童を８０％
以上にする。

○「健康には、食事をしっかりとったり、
適度な運動をしたりと生活習慣を整える
ことが大切である」と考える児童８０％以
上にする。

・運動に親しむことで体力向上が図れる
ような魅力的な体育の授業実践をめざ
す。
・運動に親しみやすいような環境・道具
の設定を行う。
・食育や保健体育、特活等の学習を通し
て生活習慣を整えることの大切さの理解
と啓発を図る。
・生活習慣に関するアンケートを実施す
る。

B

・日々の授業づくりについては、SS研等で体育学
習の取り組みを共有する場を設けることができ
た。
・コロナ感染や熱中症予防のため、外遊びなどの
時間が十分に確保できなかったが、今後、スポー
ツチャレンジ、ジョギングタイム等を実施していく予
定である。
・給食の残菜量が減ってきている。また、月１回の
全校食育タイムや、栄養教諭を中核とした食育の
授業も各学級に応じて行っている。健康のための
食の大切さの啓発を引き続き行っていく。
・生活習慣に関するアンケートは年度末に実施予
定。

A

・アンケートを実施したところ、「授業以外で運動や、スポーツを行う時間が１週間で４２
０分以上」と回答した児童が７１．２％であった。また、「健康には、食事をしっかりとった
り、適度な運動をしたりと生活習慣を整えることが大切である」と回答した児童は、９５．
３％であった。
・１２月にはスポーツ委員会によるスポーツイベントを、1月にはジョギングチャレンジ、た
てわりでの大繩を取り入れ、児童が体を動かすことに慣れ親しむ場を設けることができ
た。
・１年を通して大きく残食率を下げることができた。また、「食事をとることは、健康でいる
ために大切だと思いますか」というアンケートに対して、９８．８％の児童が大切であると
回答し、健康のための食の大切さについても全校食育タイムや食育の授業を通して啓
発を図ることができた。
・体育科の外部講師の招聘や体育サッカーの職員研修などを通して、職員に対しての
指導力向上も図ることができた。

A

・健康、体力づくりについては、現在取り組まれてい
ることを継続していくことが大切だと思う。
・児童会が中心となってスポーツイベントに取り組ん
だことは素晴らしい。学級やグループみんながそれ
ぞれの体格や体力に応じて楽しみながら健康・体づ
くりに取り組む習慣を定着させてもらえればと思う。こ
のような活動を通して、お互いの気持ちを大事にし
て、みんなが楽しく活動できる心の配慮ができる児童
の育成につなげていくことが大事だと思う。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日（毎月第３水曜日、毎週金
曜日１８時）を設定し、時間外勤務の削
減を図る。
・年次有給休暇を計画的に昨年度実績
以上とるように呼び掛ける。

B

・定時退勤日を意識して業務に取り組む職員
が増えてきた。さらなる時間外勤務の削減を
図りたい。
・年次有給休暇は、全職員の平均取得日数が
昨年度実績以上の取得となる見込みである。

B

・昨年度よりも時間外勤務時間が減ったが、全職員が、時間外在校等時間の上
限を順守することができなかった。今後も業務改善を図りつつ、さらなる時間外
勤務の削減を図っていく。
・年次休暇については、会議等で計画的に取得するよう呼びかけたり、長期休業
中に取得しやすいように会議等の期日を設定したりしたことで、昨年度（１人平
均１０．９日）よりも取得日数（１人平均１２．５日）が増えた。

B

・働き方改革のさらなる推進をお願いしたい。
・教師が教材研究等にゆとりをもって取り組める時間
を設けることが、児童への指導にも効果が上がると
思う。
・コロナ禍で先生方の仕事が増えたと思う。
・休暇については改善されていて良かった。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別な支援を要する児
童への開発的生徒指導の
充実

○支援を要する児童の実態把握の場の
設定と対応の仕方の検討

○支援を要する児童への対応の仕方、
支援を要する児童を含む集団への働き
かけを学び、生徒指導に生かすことので
きる教員の割合を８０％にする。

・職員研修の充実とＳＣ・ＳＳＷとの連携
を図り、情報共有の場を設ける。
・児童の実態把握と適切な対応（保護者
面談、支援会議、ケース会議の開催）を
行う。

B

・夏季休業中に教育相談研修、学校いじめ防止等対策
委員会を行った。また、随時ケース会議や支援会議を
行い、問題行動の予防や早期発見、適切な対応を行っ
てきた。
・SCやSSWと連携し児童理解をはかり、適切な関わり
方につなげた。

A

・講師による講演、SU研、QUの分析、WISCの検査などの研修を通して支援方法
について学びを深めることができた。
・別室登校する児童に対し、職員内で共通理解や連携を図り対応することで、通
常クラスに戻れたケースが数件ある。

A

・これからも温かい支援をお願いしたい。

○開かれた学校づくり

○外部評価の結果の公表と改善 ○地域人材を活用した教育活動を各学
年、年間１回は実施する。

・学校運営協議会での意見をもとに学校
改善を行う。
・学校便りを配布し、情報発信に努め
る。
・地域人材を活用した教育活動を推進す
る。

A

・りんりんお話会、有明海の学習、地域の施
設訪問など、多くの地域の方の力を借りた学
習が実施できている。
・校長だよりやＣＳだよりなどで学校の情報を
地域に発信できている。
・校舎改修工事が終了したタイミングで「学校
見学会」を実施し、多くの方に来校していただ
いた。

A

・りんりんお話会、2年生の町探検、３年生の面作り、４年生の野鳥観察、５年生
の米づくり、６年生の料理教室などの行事もコロナ禍で様々な制限がある中で、
たくさんの地域の方の協力で予定通り実施することができ、子どもたちにとって
貴重な体験となった。
・校長だより、CSだより等で学校の情報を地域に発信できた。
・感謝の会を実施し、お世話になった地域の方々をお招きして感謝の気持ちを伝
える場を設定することができた。

A

・保護者アンケートの結果のとおり、学校からの情報
発信はよくしてもらっている。
・コロナ禍ではあったが、地域の方々をお招きしての
感謝の会を開催できて良かったと思う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●心の教育

学校名 鹿島市立明倫小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・保護者アンケートからは、本校の教育活動に対して昨年度に引き続き、おおむね良好な評価を受けている。
・学力向上においては、学力向上コーディネーターや研究主任を中心に本校の課題を把握し、研修等を通して全職員で共通理解を図った。さらなる学力の底上げを図りたい。心の教育においては、児童理解を深め、組織的に対応するように努力した。個別に対応が必要なケースが増えてきているので、引き続きＳＣやＳＳＷ、鹿島市の福
祉課や民生児童委員とも連携して対応していきたい。健康・体つくりにおいては、スポーツチャレンジやジョギングタイム等に取り組み、運動に親しむ機会を増やすことができた。業務改善、働き方改革については、昨年度に比べ改善傾向にあるが、さらなる重点的な取組や職員の意識改革が必要である。
・地域の協力を得て、児童は安全に安心して地域で過ごすことができた。また、地域の人材を生かした活動として、面浮立の面づくり、米づくり等に取り組めた。今後も、地域人材を有効に活用していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・保護者アンケートからは、本校の教育活動に対しておおむね良好な評価を受けている。

・学力向上においては、学力向上コーディネーターや研究主任を中心に本校の課題を的確に見極め、全職員で共通理解を図り、取り組むことができた。今後も学力の底上げを図る。心の教育においては、気になる子、家庭環境の不安な子などに対して、児童理解を深め、組織的に対応するように努力した。個別

に対応が必要なケースが増えてきているので、ＳＣやＳＳＷ、鹿島市の福祉課や民生児童委員とも連携して対応していく。健康・体つくりにおいては、運動習慣の定着までにはいたっていないが、スポーツチャレンジやジョギングタイム等に取り組み、運動に親しむ機会を増やすことができた。業務改善、働き

方改革については、さらなる重点的な取組や職員の意識改革が必要である。

・学校運営協議会の協力を得て、児童は安全に安心して地域で過ごすことができた。地域の人材を生かした活動として、水泳指導、面浮立の面づくり、絵画指導等に取り組めた。今後も、地域人材を有効に活用していく。

２　学校教育目標 「いい顔　いい声　いい動き」の明倫っ子の育成

３　本年度の重点目標

【知】粘り強く学ぶ子どもの育成

【徳】思いやりのある子どもの育成

【体】たくましい子どもの育成


